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COMPANY PROFILE 

“ひとときかい”のやさしい関係を創る事により安心・安全・快適な社会にする 



球体駆動 

適応学習 

マンマシンI/F 

製品展開 



 
主に脳血管障害による片麻痺者向けの 

歩行リハビリ支援ロボット 
  
  



２００８年：ヒアリング、ニーズ調査 
２００９年：ロボット産業振興会議「平成21年度ロボット開発技術力強化事業助成金」にて、試作１号機を製作 
       
２０１０年： 九州栄養福祉大学にて実験前の安全性の確認 
       
２０１０－１１年：老人ホームにて実証試験 

 
２０１２－１４年：厚生労働省（テクノエイド協会）「福祉用具・介護ロボット実用化支援事業」の採択、 
         及び日本生活支援工学会による倫理審査承認を受けた                                                                 
       ○H24年度：病院（北九州市）で臨床評価    ○H25年度：介護施設（北九州市）３施設で臨床評価 
           ○H26年度：介護施設（北九州市）２施設で仮導入試験（実用性評価） 

 
２０１３－１４年：北九州産業学術推進機構「平成25年度中小企業産学官連携研究開発事業補助金」にて、試作機を開発 
       
２０１４－１5年：ロボット産業振興会議「平成26年度生活支援ﾛﾎﾞｯﾄ実証実験推進事業」にて、臨床評価 
 
２０１６年：北九州市国家戦略特区 共同生活室を活用した介護ロボットの実証実装にて、試作機を開発、評価試験                      

図１： 臨床評価の様子 （病院 / H24年度） 図2： 臨床評価の様子 （介護施設 / H26年度） 

Tree 開発ヒストリー 



介護・リハビリ分野への応用 

国家戦略特区の取り組みとして施設実証  
 
Tree医療用から介護用へ改良（先行実証評価モデル） 
 
●改良のポイント 
 
１）コンセプトの維持 
 「いつでも・どこでも・だれでも」楽しい歩行練習 
 
２）片手歩行補助から両手歩行補助までアシスト 
 
３）簡単な操作で、すぐに利用できること 
 
●目標 
       
介助者の負担軽減（身体的・精神的負荷軽減） 
介助者/利用者のモチベーションアップによる副次的効果 
安全性の見直し 
操作簡易化 
個別プログラム化 
 
●スケジュール 
 
2016年10月～11月テスト導入、今年度改良予定 
 



山口リハビリテーション病院 

●きっかけ 
国際福祉機器展での機器展示 
導入前に臨床試験・効果を確認 
 
●使用の状況 
・リハビリ室にて1日1～3名（1名あたり20分） 
・1周30mの周回歩行路上で繰り返し練習 
・理学療法士が操作設定、使用時の介助 
・リハビリ室にて保管・充電 
 
●現場の声 
・リズム歩行練習の実現により歩幅が広くなる、 
 歩行速度が速くなる、時間あたりの歩行距離が 
 大幅に伸びるなどの効果 
・データをその場ですぐに患者へ 
 フィードバックすることができる 
（患者と効果を共有しながら目標設定できる） 
・患者のモチベーションアップによる負荷軽減 
 
 

導入事例（１） 



特別養護老人ホーム サポートセンター門司 

●きっかけ 
 
北九州市国家戦略特区の介護ロボット等を活用した  
「先進的介護」の実証実装 
 
 
●使用の状況 
 
・共同生活室（お部屋前の廊下）にて1日２～７名 
・隣接する２つの共同生活室ユニットを交流し、 
 お部屋前の廊下（幅約5m、歩行練習距離 
 約20m）にて、お部屋前から隣接する 
 共同生活室前の廊下前まで往復し、歩行練習 
・介護職員が操作設定し、使用時の介助 
・毎日、歩行練習後に、収納室にて保管・充電 

導入事例（２） 



導入事例（２） 

 
●現場の声 
 
・Treeをテスト導入してから、歩行距離は介護職員 
 からみても伸びている 
・家族の方に見学いただいた際、歩き方が、 
 見違えるほど良くなっていると喜んでいただけた 
・同じ時間帯に複数名でTree介護用による 
 歩行練習を実施したが、互いに負けられないとの 
 対抗心もあり、モチベーションが高くなるように 
 見えた 
・副次的に、離床時間が増える、自立して行う作業 
 が増えるなどの効果の可能性がある 
 

特別養護老人ホーム サポートセンター門司 


